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研究成果の概要（和文）：本課題研究の目的は、従来のメキシコ古代史研究に対し、新たに火山噴火をはじめと
する環境変動資料を通時的データとして提供し、古代メソアメリカ文明において初期国家が成立する前後の社会
変化を環境変動データと層位的発掘調査を基に解明することであった。これに向かい、メキシコ合衆国プエブラ
州のチャウトラ湖湖水底部においてボーリング調査、トラランカレカ遺跡で考古学調査を実施し、獲得したデー
タと先行研究の精査を基に歴史復元を行った。本課題研究では、初期国家成立期における社会変化の要因の一つ
としての自然災害とそれによる長期的な環境変動の影響を正当に評価するための議論を提供することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present project was to provide new diachronic data on 
environmental changes, including volcanic eruptions, to the existing research on ancient Mexican 
history, and to elucidate social changes before and after the establishment of the early state in 
ancient Mesoamerican civilization, based on environmental change data and stratigraphic excavations.
 To this end, I conducted a borehole survey at the bottom of Lake Chautla in Puebla, Mexico, and an 
archaeological survey at the Tlalancaleca site, and based on the data obtained and a close 
examination of previous research, I conducted a historical reconstruction. This project research 
provided an argument for the legitimate evaluation of natural disasters as one of the factors of 
social change during the period of early state formation and the impact of long-term environmental 
changes caused by such disasters.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義は、本課題研究で獲得した考古学データを考古学のみではなく、環境地球学・地質工学、
古気候学などの専門家との学際的共同研究の枠組みで解釈し、新たな歴史観と社会の複雑化に関する知見を提供
できたことにある。これに加え、火山噴火という自然災害に対峙し、より強靭で持続的な社会を築くための試行
錯誤を物語るデータを提供できたことは、現代における災害復興のあり方を考える上でも援用可能であろう。こ
れが社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
メキシコ中央高原地域（図 1）において初期国家は、メキシコ盆地北東部のテオティワカンと

プエブラ盆地のチョルーラで後 3 世紀頃に成立した（Cowgill 2015:7）。テオティワカンは前 2
世紀から後 6 世紀まで栄え、多様な民族集団が複雑な社会階層を形成し、複数の記念碑的大型建
造物が計画的に配された都市が発展した。23 キロ平方メートルを越える都市域には 2300 戸以上
の規格化されたアパート式住居複合建築が建設され、最盛期の人口は 10 万を超えた（Cowgill 
2015）。以前はテオティワカンだけに初期国家が成立したとされ、テオティワカン以前の社会変
化は良く理解されていなかったが（福原 2015:133）、近年はプエブラ盆地やトルーカ盆地などで
調査が進み、プエブラ盆地のトラランカレカは前 800-後 250 年までの初期国家成立以前の時代
に栄え（青山他 2017:82）、チョルーラは 1 世紀から 7 世紀頃までテオティワカンと並ぶ大都市
として繁栄していた事が分かってきている（Plunket and Uruñuela 2018）。 
初期国家成立以前と以降の社会は

連続的発展の延長上にあったのでな
く、後 1 世紀頃とされるポポカテペト
ル火山の大噴火という自然災害を境
に、深刻な混乱と断絶がある。この後
1 世紀頃の火山噴火は火山爆発指数
（VEI: Volcanic Explosivity Index）
5 のプリニー式噴火と想定されてお
り、その噴火による被災の範囲と影響
の大きさは絶大なものであった。メキ
シコ盆地ではセトルメントパターン
の変化が火山近郊の諸都市の放棄と
大規模な人口移動として確認され
（Parsons 1974）、プエブラ盆地のテ
ティンパ遺跡は降下軽石によって完
全に覆われ放棄されたことが確認さ
れている（ Plunket and Uruñuela 
2018:58）。噴火の直接的な影響範囲は遺跡の土層断面に確認できる火山灰、降下軽石、火山泥流、
溶岩や、現代の火山噴火データから確度の高い推定ができる。しかし噴火が起きた年代は未だ正
確に特定されておらず数十年前後の誤差がある。 
申請者は、火山噴火による降灰などの短期的な自然災害が初期国家以前の社会を崩壊へと至

らしめた直接的要因とは考えない。むしろ、火山噴火後に引き起こされる長期的な災害と環境変
化こそが、交易網の変更や農業生産量の減少などの問題を起こし、社会を間接的に崩壊に至らし
めた要因であると推測する。噴火による災害には降下物や溶岩流、火砕流などによる噴火時の短
期的災害だけでなく、噴火後数十年間にわたって続く泥流、土石流、山崩れ、さらに多雨や旱魃
といった気候変動など長期的災害や環境変動があるが、長期的観点による自然環境変化の検証
はおこなわれていない。 

本研究の課題の核心は、メキシコ中央高原地域において、なぜ初期国家が形成されるに至った
のか、その社会変化の原動力やプロセス、歴史的背景について自然環境とその変化の視点から考
察・復元することにあった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、従来のメキシコ古代史研究に対し、新たに火山噴火をはじめとする環境変動
資料を通時的データとして提供し、古代メソアメリカ文明において初期国家が成立する前後の
社会変化を環境変動データと層位的発掘調査を基に解明することであった。 

 
３．研究の方法 

(1) メキシコ中央高原地域において大集落が都市
化していく前 500 年頃から初期国家が形成され放棄
される後 550 年前後までの約千年間を主要な調査対
象として、ポポカテペトル火山の噴火降下物と環境
変動の記録を含包するチャウトラ湖湖水底部におい
てボーリング調査を実施した。チャウトラ湖では湧
水地点付近（図 2）において 3 点の土壌サンプルを採
取した。そのうちサンプルコア ch1901 を日本に持ち
帰り、蛍光 X 線分析、テフラ分析、および珪藻分析
を実施し、ポポカテペトル火山噴火の噴火年とその
後の環境変動について解釈を行った。 
 

図１ メキシコ中央高原の主要遺跡 

図 2 チャウトラ湖水深図 



(2) ボーリング調査に並行し、トラランカレ
カ遺跡の都市北東部の住居址（図 3）を対象に
層位的発掘調査と出土遺物（主に土器、黒曜石、
建築資材）の肉眼分析と科学分析（放射性炭素
年代測定）を基に、当該社会の盛衰の解明に努
めた。 
  
４．研究成果 
(1) チャウトラ湖湖水底部から採取した土
壌サンプルは 500 ㎝の長さが採取できた。テ
フラ分析の結果、深度 170 ㎝ではテフラ分布
率の低さと複数源テフラの混在状態から再堆
積性のラハール（火砕物重力流）、深度 499 ㎝
はマイクロライトを含む降下テフラが検出さ

れた。これは少なくとも 2 度の火山活動の痕跡を捉えることができたことを意味する。 
 
(2) 珪藻分析の結果、2 つ目の火山活動の前までに土壌サンプル採取地点は徐々に水深を深め
たが、２つ目の火山活動の少し前に水深が大きく増加し、その後おそらく噴火に伴う降雨や地震
によって起こったラハールによる土砂が流れ込み、再び浅い淡水～塩性の池沼となったと解釈
できる（図 4）。 

(3) 放射性炭素年代測定分析の結果は、東京大学総合研究博物館に依頼していたが残念ながら
未だに出ていないため、火山噴火およびラハール発生の正確な測定年代は確定できていない。し
かしながら、研究成果(1)と(2)から、1 つ目の噴火の直後は比較的降水量の少ない時期が継続し、
水深が急増するなど環境が急激に変化するのは 2 つ目の火山活動の少し前であることがわかる。
水深の増加は降雨量の増加を伴う環境の大きな変動と言える。 
 スミソニアン研究所の公開データによれば火山爆発指数 4 の噴火が後 823 年 3 月 1 日±90 日
と想定されている。後 823 年以降に大噴火は同定されていないことから、２つ目の火山活動の時
期を後 823 年とすれば、水量の増加がみられる時期は初期国家テオティワカンの衰退期（後 550
年頃）とみることも可能である。初期国家の衰退期において降水量が急激に増え、その後に起き
た大規模な火山噴火の後にメキシコ中央高原の古典期社会はトゥーラ盆地のトゥーラなど、ポ
ポカテペトル火山から離れた北方へ移ったという解釈も成り立ち得る。 
１つ目の火山活動以前の時代のサンプルが採取できなかったため、前後の環境を比較するこ

とはできない。しかし１つ目の噴火は降下テフラがチャウトラ湖まで届いていることから見て
大規模な出来事であり、噴火の衝撃は初期国家成立を伴う大きな社会変化の要因の一つであっ
たと言える。 
 

(4) 層位学的発掘調査と出土遺物の分析と科
学分析の結果、都市の拡大に伴いトラランカレ
カ遺跡北東部は前 200 年頃から後 100 年頃まで
居住に使用されたことが分かった。およそ 300
年間の間使用され続けた床面には多数のピット
が開けられ、壊れた土器や動物骨などの塵が捨
てられており、検出された遺物の大半から、本
調査区がドメスティックな活動に用いられてい
たことが分かった。 
 当初の想定では、トラランカレカ遺跡におけ
る都市拡大はポポカテペトル火山噴火後と想定

図４ 珪藻分析ダイアグラム 

 

図５ 床面上にあけられたピット 

図３ 発掘調査区の位置と調査範囲 



していたが、発掘調査結果によれば都市拡大は前 200 年ごろにはじまり、後 100 年頃に下火とな
ることが明らかになった。まだポポカテペトル火山噴火の正確な時期が同定されていないため
さらなる検証が必要であるものの、従来から言われているように後 1 世紀に噴火が起きたとす
れば、トラランカレカにおける人口増加と都市拡大の契機はポポカテペトル火山噴火とその避
難民の流入によるのでなく、生産力の向上や移民の受け入れなど、トラランカレカの内的要因に
よったと解釈できる。トラランカレカ都市中心部ではピラミッド型公共建造物を中心とした祭
祀・建設活動が後 300 年頃まで継続したものの、後 1 世紀の火山噴火は都市の拡大にストップを
かけた蓋然性が高い。 
 
(5) 以上から、1 つ目のポポカテペトル火山噴火はトラランカレカ社会の人口拡大を止め、セ
トルメントをテオティワカンやチョルーラへ動かす要因の一つになったこと、テオティワカン
の衰退期に降水量が増加し、2 つ目のポポカテペトル火山噴火はメキシコ中央高原のセトルメン
トを再び動かしたことが指摘できる。また初期国家の成立から拡大期にかけての環境は、ポポカ
テペトル火山噴火という衝撃的な出来事があるものの比較的穏やかに推移していたと指摘でき
る。 
古代メソアメリカ文明における初期国家成立前後には、火山噴火という自然災害に対峙し、よ

り強靭で持続的な社会を築くために、テオティワカンやチョルーラといった新興都市への移住
を選択した人々がいた一方、祭祀・建設活動を通して神々を諫めるために故郷に残った人々もい
た。災害から立ち直るためのこうした様々な試行錯誤の積み重ねこそが社会を変革し、高度に複
雑化した初期国家を生み出す原動力の一つとなったと考える。 
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